
テクニカル実践講座 
ボリンジャーバンド 



ボリンジャーバンド 

移動平均線に対して、一定の乖離率を示す上下の線を引く 

 
移動平均線からのかい離が一目でわかる 

 
標準偏差（正規分布ならば1σ68.26％、2σ95.44％、3σ99.73） 

 

 





ボリンジャーバンドの活用 

バンドの幅によるボラティリティ水準 

バンドの拡大・縮小によるボラティリティ変化 

レートがバンドの中でどこにあるのか 

今後のポイントはどこか 





具体的な活用法 

2σ・3σをベースに 

逆張りとバンドの拡大縮小 

※ボリンジャー氏は逆張りに使うなと発言 

順張りとエクスパンション 

バンドウォークの活用 

 





商号：ヒロセ通商株式会社 

業務内容：第一種金融商品取引業 

登録番号：近畿財務局長（金商）第41号 

加入協会：金融先物取引業協会会員番号1562 

＜リスク開示＞ 

このセミナーは、情報提供を目的としており、FX取引の勧誘を目的としたものではありません。また、実際の市場動向とは異なる可能性があり、
断定的判断を提供するものでもありません。当該セミナーの内容を予告なく変更する場合もあります。 
当該セミナーの内容および資料のご利用によりお客様に損失が生じた場合であっても、当社および当該セミナーの講師（所属会社を含む。）は一
切の責任を負いません。お取引につきましては、お客様ご自身の判断と責任において行っていただきますようお願い申し上げます。 
なお、セミナーに関する著作権は、当社および作成者に属します。お客様の私的使用目的以外での使用、他人への譲渡や販売または再配信等を行
うことはできません。 

＜注意喚起＞ 
店頭外国為替証拠金取引は、元本や利益を保証した金融商品ではなく、為替レートの変動等による損失発生の可能性があります。さらに、レバ
レッジ効果（想定元本と比較して少額の資金で大きな取引ができる仕組み）や為替レートの変動等によって注文（ロスカット注文を含む）が約定
しない場合等、元本を上回る損失発生の可能性があります。 
特に、マイナー通貨（流動性の低い通貨）の取引をされる場合、元本以上の損失発生の可能性が高くなります。加えて、スワップポイント（通貨
間の金利差調整額）においては通貨ペアやポジションの状態（売りまたは買い）によっては、受け取れる場合もあれば、支払わなければならない
場合もあります。 
当社は、インターネットを通じて店頭外国為替証拠金取引サービスをご提供しておりますので、お客様のパソコン・インターネット環境や当社の
システムに不具合が生じた場合等、取引ができなくなる可能性があります。また、お客様の取引の相手方は当社（相対取引）となっており、取引
所取引とは異なりますので、契約締結前交付書面をよくお読みいただき、内容をご理解の上、ご自身の判断により取引を行っていただきますよう
お願いいたします。 


